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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年11月5日(2009.11.5)

【公表番号】特表2009-509015(P2009-509015A)
【公表日】平成21年3月5日(2009.3.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-009
【出願番号】特願2008-531671(P2008-531671)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/548    (2006.01)
   Ｂ６０Ｃ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   3/20    　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｌ  21/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/36    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/22    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/548   　　　　
   Ｂ６０Ｃ   1/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月9日(2009.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　改善された加工性を有する充填ゴム配合物の製造方法であって、該方法は、
一工程において、
　（ａ）ゴム、
　（ｂ）白色強化充填剤、及び
　（ｃ）式（Ｉ）

【化１】

（式中、
　ｎが１を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、フリル基、モルホリン基、
炭素原子数１ないし４のジアルキルアミノ基、炭素原子数１ないし４のトリアルキルアン
モニウム基又はＭ+-Ｏ3Ｓ－で置換された炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原
子で中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロ
アルキル基、炭素原子数２ないし２５のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし
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４のアルキル基で置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし１２のフェノキシアルキル
基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数７ないし９
のビシクロアルキル基；
【化２】

を表わし；又は、
　Ｒ7が直接結合を表わす場合、Ｒ1は、－ＣＮ、－ＳＯＲ8、－ＳＯ2Ｒ8、－ＮＯ2又は－
ＣＯＲ8を表わし；又は、Ｒ6及びＲ7が両方とも直接結合を表わす場合、Ｒ1は、

【化３】

を表わし；
　ｎが２を表わす場合、
　Ｒ1は、炭素原子数１ないし２５のアルキレン基、炭素原子数１ないし４のアルキル基
で置換された炭素原子数１ないし２５のアルキレン基；炭素原子数１ないし４のアルキル
基で置換され、かつ酸素原子で中断された炭素原子数２ないし２５のアルキレン基；酸素
原子、硫黄原子、フェニレン基又はシクロへキシレン基で中断された炭素原子数２ないし
２５のアルキレン基；
【化４】

を表わし；又は、Ｒ6及びＲ7が直接結合を表わす場合、Ｒ1は
【化５】

を表わし；
　Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は、互いに独立して、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、酸素原
子で中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロ
アルキル基、炭素原子数２ないし２５のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし
４のアルキル基で置換されたフェニル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、
炭素原子数１ないし２５のアルコキシ基、酸素原子で中断された炭素原子数３ないし２５
のアルコキシ基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基、炭素原子数２ないし２
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５のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された
フェノキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、ハロゲン原子、炭素原子
数２ないし２５のアルカノイルオキシ基又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基で置換されたベンゾイルオキシ基を表わすか；又は、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4の少なくとも
２つは、－Ｏ－Ｒ15－Ｏ－を表わし；又は、Ｒ2は、更に
【化６】

を表わし；又は、Ｒ3は、更に
【化７】

を表わし；又は、Ｒ4は、更に
【化８】

を表わすが；但し、Ｒ2、Ｒ3又はＲ4の少なくとも１つは、炭素原子数１ないし２５のア
ルコキシ基、酸素原子で中断された炭素原子数３ないし２５のアルコキシ基；炭素原子数
５ないし１２のシクロアルコキシ基、炭素原子数２ないし２５のアルケニルオキシ基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェノキシ基、炭素原子数７
ないし９のフェニルアルコキシ基、ハロゲン原子、炭素原子数２ないし２５のアルカノイ
ルオキシ基又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたベンゾイル
オキシ基を表わし；
　Ｒ5は、炭素原子数１ないし２５のアルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロア
ルキレン基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニレン基
を表わし；
　Ｒ6は、直接結合、炭素原子数１ないし２５のアルキレン基；又は炭素原子数１ないし
２５のアルキル基、炭素原子数２ないし２５のアルコキシカルボニル基、炭素原子数３な
いし２５のアルコキシカルボニルアルキル基又はフェニル基で置換された炭素原子数１な
いし２５のアルキレン基を表わし；
　Ｒ7は、直接結合又は
【化９】

を表わすが、但し、Ｒ7が直接結合を表わし、かつｎが１を表わす場合、Ｒ6は、直接結合
を表わさず；かつ、但し、Ｒ7が
【化１０】
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を表わす場合、Ｒ6は、直接結合を表わさず；
　Ｒ8は、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、酸素原子で中断された炭素原子数２な
いし２５のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数２ない
し２５のアルケニル基、炭素原子数２ないし２５のアルキニル基、炭素原子数７ないし９
のフェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフ
ェニル基を表わし、
　Ｒ9は、炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、
　Ｒ10は、水素原子又は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
　Ｒ11及びＲ12は、互いに独立して、水素原子、ＣＦ3、炭素原子数１ないし１２のアル
キル基又はフェニル基を表わすか、又は、Ｒ11及びＲ12は、それらが結合されるところの
炭素原子と一緒になって、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１ないし３個
で置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン環を形成し、
　Ｒ13は、酸素原子又は－Ｎ（Ｒ14）－を表わし、
　Ｒ14は、水素原子又は炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表わし、
　Ｒ15は、炭素原子数１ないし２５のアルキレン基又は炭素原子数１ないし２５のアルキ
ル基で置換された炭素原子数１ないし２５のアルキレン基を表わし、
　Ｒ16は、炭素原子数１ないし２５のアルキレン基又は炭素原子数１ないし２５のアルキ
ル基で置換された炭素原子数１ないし２５のアルキレン基を表わし、
　Ｍは、ナトリウム、カリウム又はアンモニウムを表わし、
　ｍは、０、１又は２を表わし、
　ｎは、１又は２を表わす。）で表わされるカップリング剤、又は式（Ｉ）で表わされる
化合物のオリゴマー状加水分解物
を混合することを含む方法。
【請求項２】
　更に、成分（ａ）及び（ｂ）に加えて、更なる添加剤を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　更なる添加剤として、顔料、染料、均染助剤、分散剤、可塑剤、加硫活性剤、加硫促進
剤、加硫剤、荷電制御剤、接着促進剤、抗酸化剤及び光安定剤からなる群から選択される
１種以上の成分を含む請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　式（Ｉａ）
【化１１】

（式中、
　ｎが１を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、フリル基、モルホリン基、
炭素原子数１ないし４のジアルキルアミノ基、炭素原子数１ないし４のトリアルキルアン
モニウム基又はＭ+-Ｏ3Ｓ－で置換された炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原
子で中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロ
アルキル基、炭素原子数２ないし２５のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし
４のアルキル基で置換されたフェニル基；炭素原子数７ないし１２のフェノキシアルキル
基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数７ないし９
のビシクロアルキル基；
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【化１２】

を表わし；
　ｎが２を表わす場合、
　Ｒ1は、炭素原子数１ないし２５のアルキレン基、炭素原子数１ないし４のアルキル基
で置換された炭素原子数１ないし２５のアルキレン基；炭素原子数１ないし４のアルキル
基で置換され、かつ酸素原子で中断された炭素原子数２ないし２５のアルキレン基；酸素
原子、硫黄原子、フェニレン基又はシクロへキシレン基で中断された炭素原子数２ないし
２５のアルキレン基；
【化１３】

を表わし；又は、Ｒ6及びＲ7が直接結合を表わす場合、Ｒ1は
【化１４】

を表わし；
　Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は、互いに独立して、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、酸素原
子で中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロ
アルキル基、炭素原子数２ないし２５のアルケニル基、未置換の又は炭素原子数１ないし
４のアルキル基で置換されたフェニル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、
炭素原子数１ないし２５のアルコキシ基、酸素原子で中断された炭素原子数３ないし２５
のアルコキシ基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基、炭素原子数２ないし２
５のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された
フェノキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、ハロゲン原子、炭素原子
数２ないし２５のアルカノイルオキシ基又は未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基で置換されたベンゾイルオキシ基を表わすが；但し、Ｒ2、Ｒ3又はＲ4の少なくとも
１つは、炭素原子数１ないし２５のアルコキシ基、酸素原子で中断された炭素原子数３な
いし２５のアルコキシ基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基、炭素原子数２
ないし２５のアルケニルオキシ基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置
換されたフェノキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、ハロゲン原子、
炭素原子数２ないし２５のアルカノイルオキシ基又は未置換の又は炭素原子数１ないし４
のアルキル基で置換されたベンゾイルオキシ基を表わし；
　Ｒ5は、炭素原子数１ないし２５のアルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロア
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ルキレン基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニレン基
を表わし；
　Ｒ6は、直接結合、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数２ないし２５の
アルコキシカルボニル基、炭素原子数３ないし２５のアルコキシカルボニルアルキル基又
はフェニル基で置換された炭素原子数１ないし２５のアルキレン基を表わし；
　Ｒ7は、直接結合又は
【化１５】

を表わすが、但し、Ｒ7が直接結合を表わし、かつｎが１を表わす場合、Ｒ6は、直接結合
を表わさず；かつ、但し、Ｒ7が
【化１６】

を表わす場合、Ｒ6は、直接結合を表わさず；
　Ｒ8は、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、酸素原子で中断された炭素原子数２な
いし２５のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数２ない
し２５のアルケニル基、炭素原子数２ないし２５のアルキニル基、炭素原子数７ないし９
のフェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフ
ェニル基を表わし、
　Ｒ9は、炭素原子数１ないし５のアルキル基を表わし、
　Ｒ10は、水素原子又は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
　Ｒ11及びＲ12は、互いに独立して、水素原子、ＣＦ3、炭素原子数１ないし１２のアル
キル基又はフェニル基を表わすか、又は、Ｒ11及びＲ12は、それらが結合されるところの
炭素原子と一緒になって、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基１ないし３個
で置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン環を形成し、
　Ｒ13は、酸素原子又は－Ｎ（Ｒ14）－を表わし、
　Ｒ14は、水素原子又は炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表わし、
　Ｍは、ナトリウム、カリウム又はアンモニウムを表わし、
　ｍは、１又は２を表わし、
　ｎは、１又は２を表わす。）で表わされる化合物、又は式（Ｉａ）で表わされる化合物
のオリゴマー状加水分解物。
【請求項５】
　（ａ）酸化、熱、動的光－誘発及び／又はオゾン－誘発分解を受け易いゴム、
　（ｂ）白色強化充填剤、及び
　（ｃ）請求項４に記載の式（Ｉａ）で表わされるカップリング剤
を含む組成物。
【請求項６】
　白色強化充填剤とゴムのカップリングを確実にするためのカップリング剤としての、請
求項４に記載の式（Ｉａ）で表わされる化合物の使用。
                                                                                


	header
	written-amendment

